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いて、発注者、ホテルオペレーター、デザイナー、設計者、施工者の 5 者の間に発生している 10 種
類のコンフリクトについて、その事例を収集し、8 プロジェクトにおける各プロジェクトメンバーの
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第 5章では、第 3章、第 4章の内容から、施工段階における発注者の意思決定に対応するための改
善策の 1つとして、①プロジェクトメンバー間のコンフリクトを解決する第三者的な意思決定調整者
としての PMrと、施工段階においては②設計変更におけるリスク分担を明確にする第三者的な契約・
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[5] 施工段階における発注者の意思決定に対応するための改善策の 1 つとして、コンフリクトを解
決する意思決定調整者としての PMr と、②設計変更におけるリスク分担を明確にする第三者的




博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また令和 2年 2月 3日、論文内容とそれに
関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
要旨公開可能日：     年   月   日以降
